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浅川町の給与・定員管理等について 

１ 総括 

 (1) 人件費の状況（19年度一般会計決算） 

区 分 
住民基本台帳 

(19年度末) 

歳 出 額 

（Ａ） 
実質収支 

人 件 費 

（Ｂ） 

人件費率 

（Ｂ／Ａ） 

(参考)18年度の

人件費率 

19年度 7,252人 2,854,123千円 128,328千円 626,786千円 22.0 ％ 22.8％ 

 

 (2) 職員給与費の状況（19年度一般会計決算） 

職員数 給     与     費 

（ Ａ ） 給  料 職員手当 期末・勤勉手当 計（ Ｂ） 

一 人 当 た

り 給 与 費  

（ Ｂ ／ Ａ ） 

（ 参 考 ） 町

平 均 一 人 当

た り 給 与 費  

71人 286,391千円 33,542千円 116,472千円 436,405千円 6,147千円 5,736千 円  

（注）１ 職員手当には退職手当を含まない。 

          ２ 給与費は平成 19年 4月１日現在の人数である。 

 

(3) 特記事項（20年４月 1日現在） 

    特別職（町長）給料 10％カット   特別職（副町長）空席 

  特別職（教育長）給料 10％カット  特別職（議会議員）報酬 5％カット 

  一般職 管理職手当 10％カット 

 

(4) ラスパイレス指数の状況（各年 4月 1日現在） 

区 分 平成15年度 平成20年度 

浅川町 94.2 95.9 

類似団体平均 94.5 93.3 

全国町村平均 95.7 94.2 

     （注） １  ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100とした場合の地方公務員の 

         給与水準を示す指数である。 

   ２ 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を 

    単純平均したものである。 

 

(5)給与改正の状況   ※人 事 委 員 会 を 設 置 し て い な い た め 記 載 な し 

① 月 例 給         

区 分  人  事  委  委  員  会  の  勧  告  

 
民 間 給 与

（ A）  

公 務 員 給 与

（ B）  

較 差  

（ A－ B）  

勧 告  

（ 改 定 率 ）  

給 与  

改 定 率  

（ 参 考 ）  

国 の 改 定 率  

年 度  円  円  円  

（   ％ ）  

％  ％  ％  

（ 注 ） 「 民 間 給 与 」 「 公 務 員 給 与 」 は 、 人 事 委 員 会 勧 告 に お い て 公 民 の ４ 月 の 給  

与 額 を ラ ス パ イ レ ス 比 較 し た 平 均 給 与 月 額 で あ る 。  
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② 特 別 給  

区 分  人  事  委  委  員  会  の  勧  告  

 民 間 の 支

給 割 合（ A） 

公 務 員 の 支

給 月 数 （ B） 

較 差  

（ A－ B） 

勧 告  

（ 改 定 月 数 ）  

年 間  

支 給 月 数  

（ 参 考 ）  

国 の 年 間

支 給 月 数  

 年 度  
月  月  月  月  月  月  

（ 注 ） 「 民 間 の 支 給 割 合 」 は 民 間 事 業 所 で 支 払 わ れ た 賞 与 等 の 特 別 給 の 年 間 支 給   

割 合 、 「 公 務 員 の 支 給 月 数 」 は 期 末 及 び 勤 勉 手 当 の 年 間 支 給 月 数 で あ る 。  

 

２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況 

(1)職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況(一般行政職)                                                       

区 分 平 均 年 齢      平均給料月額 

浅川町 46.1歳 342,800円 

福島県 43.4歳 346,200円 

国 41.1歳 325,113円 

類似団体 43.2歳 322,958円 

   （注）１ 「平均給料月額」とは、20年 4月 1日現在における各職種の職員の基本給平均である。 

 

(2) 職員の初任給の状況（20年 4月 1日現在）                                        

    区    分 浅川町 福島県 国 

大 学 卒 174,300円 181,000円 174,300円 一般行政職 

高 校 卒 141,900円 146,300円 141,900円 

 

  (3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（20年 4月 1日現在） 

    区    分  経 験 年 数 10年          経 験 年 数 15年         経 験 年 数 20年         

大 学 卒 232,300円 281,700円 324,300円 一般行政職 

高 校 卒 193,900円 234,700円 279,200円 

 

３ 一般行政職の級別職員数等の状況 

（１）一般行政職の級別職員数の状況（20年 4月 1日現在） 

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 

1級 主事 6人 8.6％ 

2級 高度の知識又は経験を必要とする主事 6人 8.6％ 

3級 主査･主任主査・係長・課長補佐 25人 35.7％ 

4級 
課長・政策主幹・困難な業務を処理する主幹・困難な業務を処理する
主任主査 

26人 37.1％ 

5級 困難な業務を処理する課長・困難な業務を処理する政策主幹 5人 7.1％ 

6級 総務課長・総務課長経験した課長等の職務 2人 2.9％ 

  （注）１ 浅川町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。 
         ２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。 
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（２）昇給への勤務成績の反映状況 
    未実 施  
 

４ 職員の手当の状況 

(1) 期末手当・勤勉手当 

浅川町 福島県 国 

1人当たり平均支給額 

（19年度）    1,682千円 

1人当たり平均支給額 

（19年度）    1,828千円 - 

（19年度支給割合） 

期末手当      勤勉手当 

2.95月分       1.45月分 

（ - ）月分   （ - ）月分 

（19年度支給割合） 

期末手当      勤勉手当 

2.95月分       1.5月分 

（1.6）月分   （0.75）月分 

（19年度支給割合） 

期末手当      勤勉手当 

3.0月分       1.5月分 

（1.6）月分   （0.75）月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、 

職務の級等による加算措置 

・役職加算 5～15％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、 

職務の級等による加算措置 

・役職加算     5～20％ 

・管理職加算  10～25％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、 

職務の級等による加算措置 

・役職加算     5～20％ 

・管理職加算  10～25％ 

（注） (  )内は、再任用職員に係る支給割合である。 

 

(2) 退職手当（20年 4月 1日現在） 

浅川町 国 
（支給率）       自己都合  勧奨・定年 

勤 続 20年           23.50月分  30.55月分 
勤 続 25年           33.50月分   41.34月分 
勤 続 35年           47.50月分   59.28月分 
最 高 限 度 額     59.28月分   59.28月分 

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 

（2～20％加算） 

(退職時特別昇給な し ) 

（支給率）       自己都合  勧奨・定年 

勤 続 20年           23.50月分  30.55月分 
勤 続 25年           33.50月分   41.34月分 
勤 続 35年           47.50月分   59.28月分 
最 高 限 度 額     59.28月分   59.28月分 

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 

（2～20％加算） 

 

 

 (3) 地域手当 ※支給なし 

  （20年 4月 1日現在） 

支 給 実 績 （ 平 成 19年 度 決 算 ）  千 円   

支 給 職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額（ 19年 度 決 算 ） 円   

支 給 対 象 地 域  支 給 率  支 給 対 象 職 員 数  国 の 制 度 （ 支 給 率 ） 

 ％  人  ％  

 ％  人  ％  

 ％  人  ％  

 

（ 22年 度 の 制 度 完 成 時 ）  

支 給 対 象 地 域  支 給 率  国 の 制 度 （ 支 給 率 ） 

 ％  ％  

 ％  ％  

 ％  ％  

（ 注 ） 国 の 制 度 で は 、 平 成 22年 度 で の 完 成 を 目 指 し て 、  

平 成 18年 度 か ら 支 給 率 を 段 階 的 に 引 き 上 げ る こ と と し て い る 。  
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 (4) 特殊勤務手当（20年 4月 1日現在） 

危険、不快、不健康又は困難な業務に従事する職員に対して支給される手当 

支給実績（19年度決算）                                 3千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（19年度決算） 125円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（19年度）                                 2.8％ 

手当の種類（手当数） 6種類 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対

する支給単価 

税務職員の特殊勤務

手当 

税の賦課徴収に従事した職員 徴税の賦課徴収に関する事

務に従事したとき 

 日額500円 

感染伝染症防疫作業

員の特殊勤務手当 

伝染病防疫作業に従事した職

員 

伝染病患者、家畜に対する

防疫業務に従事したとき 

 日額500円 

用地職員の特殊勤務

手当 

税の賦課徴収に従事した職員 徴税の賦課徴収に関する事

務に従事したとき 

 日額500円 

水道関係職員の特殊

勤務手当 

水道工事に従事した職員 簡易水道の工事業務に従事

したとき 

 日額500円 

公営住宅職員の特殊

勤務手当 

公営住宅使用料の徴収に従事

したとき 

公営住宅使用料の徴収に従

事したとき 

 日額500円 

消防関係職員の特殊

勤務手当 

火災等災害業務に従事したと

き 

火災等災害業務に従事した

とき 

 日額500円 

 

 (5) 時間外勤務手当 

 正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給される手当 

支給実績（平成19年度決算）             9,572千円 

職員１人当たり平均支給年額（19年度決算）             212,702円 
 

(6) その他の手当（20年 4月 1日現在） 

手 当 名 内容及び支給単価 
支給実績 

（19年度決算） 

支給職員１人 

あたり平均支給年

額（19年度決算） 
扶 養 手 当      配偶者13,000円、配偶者以外の扶養親族6,00

0円（ただし、扶養親族でない配偶者のある

職員の扶養親族のうち1人は6,500円、配偶者

のない職員の扶養親族うち1人は11,000円）

、その他1人につき5,000円。 

扶養親族のうち満16歳年度初めから満22歳

年度末までの子1人につき5,000円加算。 

7,960千円 194千円 

住 居 手 当      借家・借間に居住している職員は、月9,500
円を越える家賃を支払っている職員に対し、

100円～27,000円を支給。 

自宅に居住している職員は2,500円（新築・

購入から5年間は3,500円） 

3,011千円 81千円 

通 勤 手 当      交通機関等利用者は58,000円まで全額支給
し58,000円を超えた場合、その超えた額の2

分の1の額を58,000円に加えた額を支給。 

自家用車等利用者は通勤距離に応じて2,500

円～48,400円 

1,982千円 58千円 
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宿日直手当 宿直・日直により休日夜間に勤務したとき 

1回につき4,200円 

517千円 11千円 

寒冷地手当 11月～３月まで給料日に支給 

 世帯主で扶養あり  月額17,800円 

 世帯主で扶養なし  月額10,200円 

 その他       月額 7,360円 

4,751千円 66千円 

 

５ 特別職の報酬等の状況（20年 4月 1日現在） 

区  分 給 料 月 額 等                     

（参考）類似団体における最高／最低額 

給 
 

料 

  

 町  長 

 

副町長 

 

379,000円 

（ 758,000円 ）  

（空席） 

（ 607,000円 ） 

  787,000円／379,000円 

            

 640,000円／410,400円 

報 
 

酬 

議 長 

 

副議長 

 

議 員 

279,700円 

（ 304,000円 ）  

219,900円 

（ 239,000円 ）  

205,200円 

（ 223,000円 ） 

            355,000円／198,000円 

           

  316,000円／154,500円 

 

301,000円／131,000円 

町 長・ 副町長 
 （19年度支給割合） 

6月期1.6月分  12月期1.7月分  計3.3月分 期
末
手
当 議長・副議長・議員 

 （19年度支給割合） 

6月期1.6月分  12月期1.7月分  計3.3月分 

退
職
手
当 

 

町 長 

副町長 

教育長 

     （算定方式）        （１期の手当額） （支給時期） 

給料月額×在職期間×支給率（0.48） 17,464,320円    任期毎 

給料月額×在職期間×支給率（0.29）  8,449,440円    任期毎 

給料月額×在職期間×支給率（0.20）  5,452,800円    任期毎 

寒
冷
地
手
当 

 

 町  長 

 

副町長 

 

11月～３月まで給料日に支給 

 世帯主で扶養あり  月額17,800円 

 世帯主で扶養なし  月額10,200円 

 その他       月額 7,360円 

（ 注 ） １  給 料 及 び 報 酬 の （  ） 内 は 、 減 額 措 置 を 行 う 前 の 額 で あ る 。  

   ２  退 職 手 当 の 「 １ 期 の 手 当 額 」 は ４ 月 １ 日 現 在 の 給 料 月 額 及 び 支 給 率 に 基 づ き 、  

１ 期 （ 4年 ＝ 48月 ） 勤 め た 場 合 に お け る 退 職 手 当 の 見 込 額 で あ る 。  

 

６ 職員数の状況 

(１) 部門別職員数の状況と主な増減理由 
                                                   （ 各 年４月１日現在） 

職  員  数         区
 分 
部 門 平成19年 平成20年 

対 前 年 
増 減 数 主 な 増 減 理 由            
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議 会 
総務企画 
税 務 
民 生 
衛 生 
農林水産 
商 工 
土 木 

2 
12 
6 
13 
4 
6 
1 
5 

2 
12 
6 
13 
4 
5 
1 
5 

0 
0 
0 
0 
0 

▲1 
0 
0 

 
 
 
 
 
退職不補充 
 

一
般
行
政
部
門 

小   計 49 48 ▲1 
＜参考＞人口1,000人当たり職員数  6.665人 
（類似団体の人1,000人当たりの職員数9.998人） 

教 育 13 13 0  

 

小  計 62 61 ▲1 
＜参考＞人口1,000人当たり職員数  8.434人 
（類似団体の人1,000人当たりの職員数9.998人） 

水 道 
そ の 他 
下 水 道 

4 
4 
1 
 

4 
4 
1 
 

0 
0 
0 
 

 
 
 

公
営
企
業
等 

会
計
部
門 

小   計 9 9 0  
合   計 71 

[   85] 
70 

[   85] 
▲1 

[   0] 
＜参考＞ 
人口1,000人当たり職員数           9.658人 

  （注）１ 職員数は一般職に属する職員数である。 
     ２ [     ]内は、条例定数の合計である。 

  

(2) 年齢別職員構成の状況（20年 4月 1日現在） 

区 分 

20歳 

 

未満 

20歳 

～  

23歳 

24歳 

～  

27歳 

28歳 

～  

31歳 

32歳 

～  

35歳 

36歳 

～  

39歳 

40歳 

～  

43歳 

44歳 
～  

47歳 

48歳 

～  

51歳 

52歳 

～  

55歳 

56歳 

～  

59歳 

60歳 

 

以上 

 

計 

職員数 0人 2人 3人 6人 10人 3人 2人 5人 11人 16人 12人 0人 70人 

 

 (3) 定員管理の数値目標及び進捗状況 

①平成 17年 4月 1日～平成 22年 4月 1日における定員管理の数値目標 

平 成 17年 4月 1日 職 員 数  平 成 22年 4月 1日 職 員 数  純 減 数  純 減 率  

７ ８ 人  ６ ８ 人  ▲ １ ０ 人  ▲ １ ２ ．８ ％  

 

 （ 参 考 ） 定 員 適 正 化 に お け る 定 員 管 理 の 数 値 目 標 （ 数 ・ 率 ）  

             計画期間 

始 期 終 期 
数値目標 

平成17年4月1日 平成22年3月31日 68人 

 

②定員管理の年次別進捗状況（実績）の概要          （各年 4月 1日現在） 

           ※教育長を含む  

       区 分 
部 門 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 17年～20年 

 
計画前年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 計 

一般行政 減員  ６名 ２名 ３名 1名  11名 

 増員  １名 1名 ２名 0名  4名 

 差引  ▲５名 ▲1名 ▲1名 ▲1名  ▲8名 

 職員数 78名 73名 72名 71名 70名   

（注）１ 計画期間は、17年～22年の 5年間である。 

２ 増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画１年目以降現年

までの職員増減数の累計を示す。 


